
ﾏｽﾀ電源投入

DNS-MFCシーケンスフロチャート

DNS-MFCのｲﾆｼｬﾙ情報
スレーブユニット
入力8バイト,出力8バイト

スレーブユニットI/O仕様
ﾘﾓｰﾄ入力:16点(2バイト)
ﾘﾓｰﾄ出力:16点(2バイト)
ﾘﾓｰﾄｱﾅﾛｸﾞ入力3点(2バイトx3)
ﾘﾓｰﾄｱﾅﾛｸﾞ出力3点(2バイトx3)

ﾏｽﾀﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ処理

スレーブユニット
準備OK

はい

いいえ
（局番設定、DNS-

MFC不具合）

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
各入力状態を確認

IN1-bit0=x
IN1-bit1=x

いいえ
（MFCユニット異常

）

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
D/A,A/D変換許可をON

OUT2-bit2=0(default)
OUT2-bit3=0(default)
OUT2-bit4=0(default)
OUT2-bit5=0(default)

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
D/A値を設定する

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
A/D値を確認する

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
D/A出力をONする

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
FLOWを制御に切り換える

OUT1-bit0=0
OUT1-bit1=0
OUT1-bit2=0
OUT1-bit3=0

MFCユニット
動作ＯＫ

はい

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
FLOWを制御から全閉にする

いいえ

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
各入力状態を確認

ﾏｽﾀよりﾘスレーブユニットの
D/A値を設定する

OUT3,4=0xxxh

プロセス終了

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
FLOWを制御から全閉にする

次プロセス開始
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MFCユニットの状態
を確認する

MFCユニット
準備ＯＫ

はい

いいえ

Ver1.0

はい

OUT2-bit0=1
OUT2-bit1=1

OUT5,6=0xxxh

ﾏｽﾀ局よりﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ局の
FLOWを全開にする

ﾏｽﾀ局よりﾘﾓｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ局の
FLOWを全閉にする

OUT1-bit0=1
OUT1-bit1=1
OUT1-bit2=1
OUT1-bit3=1

A/D変換処理を優先したい
ときは、D/A変換禁止に設定します。

約500μsec/CH

D/A変換処理を優先したい
ときは、A/D変換禁止に設定します。

約1msec/CH

IN3,4=0xxxh

IN5,6=0xxxh

ﾏｽﾀよりスレーブユニットの
A/D変換完了フラグを確認

IN2-bit0=x
IN2-bit1=x

A/D変換許可になっていない時は、
変換完了フラグはたちません。

OUT1-bit0=1
OUT1-bit1=0
OUT1-bit2=1
OUT1-bit3=0

OUT1-bit0=1
OUT1-bit1=1
OUT1-bit2=1
OUT1-bit3=1

OUT1-bit0=1
OUT1-bit1=1
OUT1-bit2=1
OUT1-bit3=1

マスフローユニットのアラーム状態


